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３）受講者の活動状況と得られた経験の関係性 
	 前述のプログラムの各内容から得られた経験を考察するだけで

なく，参加した活動内容の組み合わせによって主に得られる経験

に特徴が出ると考え，「受講者が各活動内容にどれくらいの回数

で参加したのか」という活動状況の観点から，得られる経験や学

びを分析することにした。まず，各受講者の3つの活動内容への
参加回数を基準にクラスター分析(Ward法)を行い，受講者をグル
ーピングした。そのグループを外部変数として加えて，文章内で

のコードの出現状況に関する共起ネットワークを作成した。共起

ネットワークの作成条件や考察方法は前述と同様である。 
 
３．結果及び考察 
（１）プログラムの実施状況 
	 プログラムの実施状況を「実施した活動の概要」と「受講者の

活動状況」に分けて整理した(表－１)。 
１）実施した活動の概要 
	 受講者らが参加した活動数は，2015 年度で計 19 活動，2016
年度で計16活動，両年度を合わせると35活動となった。活動内
容については，35活動のうち，実際の管理作業の体験が23活動
(66%)，イベントにおける保全活動の広報活動の体験が 9 活動
(26%)，環境に関する学習を主な目的としたまちあるきや座学が3
活動(9%)であった。実際の管理作業の体験のうち，最も多かった
作業内容は都市公園類 14)での草本管理であり，23活動のうち 10
活動(43%)を占めていた。次に多かった作業内容は里山類 14)での

草本管理で，5活動(22%)であった。活動場所は東京都23区内が
最も多く，13活動(50%)となった。活動のうち，レンジャーズPJ
の一般参加者も参加した活動は28活動(80%)であった。実習プロ
グラムの活動の多くは一般市民と共に作業する活動であった。 
２）受講者の活動状況の概要 
	 受講者 30 人のうち，実際の管理作業には全員が参加し，広報
活動の体験も 29 人とほぼ全員が参加した。他方で，学習を主な
目的としたまちあるきや座学の活動の参加者は12人(40%)であり，
半数弱の受講者のみが参加していた。各管理作業の実参加人数は，

里山類での草本管理(15人, 50%)と都市公園類での草本管理(12人, 
40%)が相対的に多かった。活動場所については，東京都内だけで
なく，神奈川県や埼玉県といった東京都以外の活動に参加した受

講者が 7割いた(21人, 70%)。プログラム実施を協力しているレ
ンジャーズPJの一般参加者も参加した活動には25人(83%)が参
加しており，8 割以上の受講者は一般市民とともに作業する経験
を得たことが把握された。 
（２）実習プログラムへの参加から得られた経験の概要 
	 経験や学びの内容を基準とした修了報告書と活動報告書の文章

のコーディングの結果を表－2 に示した。コーディングの結果，
経験や学びに関する文章は24種類のコードに分類された。 
	 まず，記述した受講者数に注目すると，人数が相対的に多かっ

たコードは，1.活動理解 (22人, 73%)，2.他者伝達 (21人, 70%)， 
5.意欲向上 (19人, 63%)となった。この結果から，大まかに言え 
ば，実習プログラムへの参加によって多くの受講者は各保全活動

の仕組みや内容，組織の様子に関する理解が進んだと考えられた。

人へ伝えることの難しさおよび大切さやコツも感じており，既往

研究 3)で指摘された，活動内での他者との交流に関する課題意識

や学びを受講者が得ていたことが把握された。また，半数以上の

受講者が記述したコードは 3.労力体感(17人，57%)，4.経験獲得
(16人，53%)，10.活動意義(16人，53%)，9.管理理解(15人，50%)， 
11.現状把握(15人，50%)の5つとなった。この結果から，半数近
くの受講者は，この実習プログラムに参加することで人が緑地を

管理していくことの必要性や大変さを知り，保全活動団体の活動

意義を理解したことが把握された。次に，各コードが記述された

活動の数に注目すると，管理作業の体験にて活動数が相対的に多

かったコードは，3.労力体感 (11 活動)，6.技術学習 (10 活動)，
17.生物学習(10活動)となった。広報活動の体験にて活動数が相対
的に多かったコードは，2.他者伝達 (8活動)，1.活動理解 (6活動)
となった。学習を主な目的としたまちあるきや座学にて活動数が

相対的に多かったコードは，18.環境認識 (3 活動) となった。こ
の結果から，記述された活動数が多いコードは活動内容ごとに異

なり，参加する活動内容によって受講者が実習プログラムから得

られる経験が変わる可能性が考えられた。 
	 似通った出現パターンにあるコード同士を把握するためにクラ

スター分析を行なった結果，24種類のコードから5つのグループ
が形成された(図－2)。まず，6.技術学習，15.管理学習，17.生物
学習の3つのコードが同一グループに属したことから，知識や技
術の習得といった学習に関する記述同士は出現パターンが似通っ

ていることがわかった。次に，11.現状把握と 13.活動意見が同一
グループに属したことから，保全活動が抱えている問題を受講者

が把握できたことで，保全活動の参加促進に対する気づきが芽生

えた可能性が考えられた。また，3.労力体感，4.経験獲得，8.やり
がいの3つのコードが同一グループに属したことから，受講者は
作業の大変さを体感しつつも，そこからやりがいや達成感を得た

という可能性が考えられた。さらに，それは普段の生活では得ら

表－1 プログラムの実施状況 
  2015 年度 2016 年度 全体 

活動 受講者 活動 受講者 活動 受講者 

活
動
内
容 

管理作業の体験 11 活動 14 ⼈ 12 活動 16 ⼈ 23 活動 30 ⼈ 
広報活動の体験 7 活動 13 ⼈ 2 活動 15 ⼈ 9 活動 29 ⼈ 
学習が主なまちあるきや座学 1 活動 5 ⼈ 2 活動 7 ⼈ 3 活動 12 ⼈ 

現
場
で
の
作
業
の
内
容 

都市公園類での草本管理 6 活動 7 ⼈ 4 活動 5 ⼈ 10 活動 12 ⼈ 
都市公園類での樹⽊管理 1 活動 4 ⼈ 2 活動 2 ⼈ 3 活動 6 ⼈ 
⾥⼭類での草本管理 2 活動 8 ⼈ 3 活動 7 ⼈ 5 活動 15 ⼈ 
⾥⼭類での樹⽊管理 1 活動 2 ⼈ 0 活動 0 ⼈ 1 活動 2 ⼈ 
⾥⼭類での農作業 1 活動 1 ⼈ 2 活動 8 ⼈ 3 活動 9 ⼈ 
河川での草本管理 0 活動 0 ⼈ 1 活動 8 ⼈ 1 活動 8 ⼈  

活
動
場
所 

東京都23 区内 7 活動 10 ⼈ 6 活動 9 ⼈ 13 活動 19 ⼈ 
東京都23 区外 2 活動 5 ⼈ 2 活動 6 ⼈ 4 活動 11 ⼈ 
東京都外(神奈川県,埼⽟県,静岡県） 3 活動 7 ⼈ 6 活動 14 ⼈ 9 活動 21 ⼈ 

⼀般参加者もいる活動 17 活動 14 ⼈ 11 活動 11 ⼈ 28 活動 25 ⼈ 
※「活動場所」では，活動環境に左右されない活動である「広報活動の体験」は除いた。「⼀般参加者」
は実習先の活動団体のメンバーは含めていない。受講者は延べ⼈数ではなく，実⼈数を⽰した。 

図－2 コード間の出現状況に関するクラスター分析の結果 
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れない経験であったことが推測された。そして，1.活動理解，2.
他者伝達，16.交流意義，20.他者学び，23.気分転換，24.主体行
動の 6つのコードが同一グループに属したが，記述者数が 10人
以上いる1.活動理解，2.他者伝達，16.交流意義に注目すると，人
との交流や他者へPRを通じて，受講者は各活動の仕組みおよび 
内容やその組織についての理解を深めた可能性が考えられた。残

りの10のコードが含まれるグループについては，記述者数が10 
人以上いる 5.意欲向上，7.自然理解，9.管理理解，10.活動意義，
12.環境認識，14.環境意見に注目すると，各環境についての学び
や人が緑地に手を入れることの重要さに対する理解を深めたこと

で，環境保全への意欲や気づきが芽生えた可能性が考えられた。 
（３）実習プログラムの内容と得られた経験の関係性 
１）活動内容 
	 各活動の活動報告書の記述のみを含めた共起ネットワークとプ

ログラム全体の修了報告書の記述も含めた共起ネットワークをそ

れぞれ作成した。まず，各活動の活動報告書の記述のみを含めた

共起ネットワークに注目すると（図－3），実際の管理作業の体験
は3.労力体感と4.経験獲得という2つのコードと結びついた。広
報活動の体験は 1. 活動理解と 2.他者伝達という 2つのコードと
結びついた。学習が主なまちあるきや座学は 5.意欲向上，9.管理
理解，7.自然理解，12.環境認識，19.緑地価値という 5 つのコー
ドと結びついた。活動内容の間で共通して結びついたコードはな

く，得られた経験は活動内容ごとに独立し，活動内容ごとにその

特徴を持っていると推測された。Jaccard 係数が高いコードに注
目すると，受講生は，管理作業の体験では保全活動での作業の大

変さを感じる傾向にあり，広報活動の体験では人へ伝えることの

難しさやそのコツ，大切さを認識する傾向にあることが把握され

た。また，学習を主な目的としたまちあるきや座学の活動では，

各環境のことやその環境の歴史を学ぶ傾向にあることが把握され

た。次に，実習プログラム全体の修了報告書の記述も含めた共起

ネットワークに注目すると（図－4），修了報告書のみと結びつい
たコードは7つあり，その多くは，保全活動や自然に対する理解
や意欲の向上（5.意欲向上，7.自然理解，8.やりがい，10.活動意
義，22.伝達意欲）や保全活動や自然に対する自身の意見の芽生え
(13.活動意見，14.環境意見)に関する内容となった。これらは各活
動単体よりも，実習プログラム全体を通じて得た学びであると推

測された。一方で，1.活動理解，3.労力体感，9.管理理解は修了報
告書と各活動内容と結びついた。これら3つは実習プログラム全
体を通じて印象に残った経験や学びであるのと同時に，3.労力体
感は実際の管理作業の体験を通じて，1.活動理解は広報活動の体
験を通じて，9. 管理理解は学習が主なまちあるきや座学を通じて，
受講者が得た経験や学びであると考えられた。 
２）作業内容 
	 実際の管理作業の体験における作業内容を外部変数にした共起

ネットワークを図－5 に示した。コードの結びつき方を見ると， 
受講者が得られる経験や学びは作業の種類そのものによって共通

するというよりも，作業時の活動環境によって共通すると考察し

た。活動環境の種類に注目すると，都市公園類での作業は 17.生
物学習と共通して結びつき，里山類での作業では3.労力体感と共
通して結びついた。共起ネットワークの図を見ても，都市公園類

と里山類でノードの位置が分かれており，作業時の活動環境によ

って得られた経験や学びが共通すると考えられた。他方，作業内

容そのものに注目すると，草系管理について言えば，都市公園類

では1.活動理解，4.経験獲得，10.活動意義，14.環境意見，16.交
流意義，17.生物学習に関する記述と結びつき，受講者は保全活動
自体の仕組みや内容を学び，活動の手間や存在意義を理解する経

表－2 プログラム参加から得られた経験の概要 

No. コード名 

    記述が⾒られた活動数 
    該当 記述者数 管理 広報 学習 
コード内容 記述例 ⽂章数 (n=30) (n=23) (n=9) (n=3) 

1 活動理解 各活動の仕組み、内容、組織の様⼦を理解した どのような団体なのか，どのような活動をしているのかを詳しく知る
ことができました。 49 22 ⼈ 8 活動 6 活動 1 活動 

2 他者伝達 ⼈へ伝えることの難しさ、コツ、⼤切さを認識した イベント会場での活動に初めて参加したため、⼈に伝えることの難し
さを痛感した。 42 21 ⼈ 0 活動 8 活動 0 活動 

3 労⼒体感 保全活動での作業の⼤変さを体感した 雑草の処理が想像以上に⼤変でした。 34 17 ⼈ 11 活動 0 活動 0 活動 
4 経験獲得 今までにない経験や普段できない経験をした 普段では出来ないような体験をすることのできるとても有意義な活

動であったと感じます。 32 16 ⼈ 9 活動 4 活動 1 活動 
5 意欲向上 環境保全や保全活動に対する意欲が向上した これからもこのような活動に参加していきたいと思いました。 30 19 ⼈ 4 活動 3 活動 2 活動 
6 技術学習 作業技術を学んだ くわなどの農耕具の使い⽅を学ぶことができました。 28 14 ⼈ 10 活動 5 活動 1 活動 
7 ⾃然理解 ⾃然環境や環境問題への関⼼や理解が向上した ⼀度壊してしまった⽣態系を取り戻すことがこんなにも難しいこと

だとは思っていなかった。 27 14 ⼈ 5 活動 4 活動 1 活動 

8 やりがい 作業のやりがいや達成感を得た 指導を受けながら太い⽊を切りきった時はとても達成感があり，良い
経験になりました。 25 13 ⼈ 7 活動 5 活動 0 活動 

9 管理理解 ⼈が緑地へ⼿をいれることの重要性を理解した ⼈が介⼊して間伐を⾏わなければ森も機能しなくなってしまう。 25 15 ⼈ 6 活動 1 活動 1 活動 
10 活動意義 保全活動の⼿間や存在意義を理解した 普段何気なく⾒ていた公園の樹⽊は多くの⼈々の努⼒によって保全

されているのだと思う。 25 16 ⼈ 6 活動 2 活動 0 活動 
11 現状把握 保全活動が抱えている問題を把握した ⾃然保護の難しさ、⼈⼿の少なさ、若⼿の少なさを痛感した。 24 15 ⼈ 3 活動 3 活動 1 活動 
12 環境認識 各環境⾃体やその歴史を知った 東京という場所にあのような素晴らしい⼭があることにもびっくり

した。 24 14 ⼈ 7 活動 2 活動 3 活動 

13 活動意⾒ 保全活動の促進に対する⾃分の意⾒や気づきが⽣まれた 今後の維持活動は若い⼈たちをどのように取り⼊れていくかが⼤切
であると感じた。 22 11 ⼈ 4 活動 2 活動 0 活動 

14 環境意⾒ ⾃然環境に対する⾃分の意⾒や気づきが⽣まれた ⾃然保護をしていくためにどうするべきか改めて考えさせられた。 21 14 ⼈ 5 活動 2 活動 2 活動 
15 管理学習 各管理作業の⽬的を学んだ ⽊を間伐することにより、その下に陽があたり、その他の植物がよく

育つようになることが分かった。 20 11 ⼈ 7 活動 0 活動 1 活動 
16 交流意義 ⼈との交流の楽しさや重要性を認識した 多くの社会⼈と交流することができてとても刺激的であった。 19 14 ⼈ 6 活動 3 活動 1 活動 
17 ⽣物学習 ⽣物に関する知識を得た 草花に関する知識などを教えてもらうことができた。 16 10 ⼈ 10 活動 2 活動 1 活動 
18 活動認識 活動の存在⾃体を知った ⾃分の参加した活動以外にも，多くの活動が都市近郊で⾏われている

ということについても知ることができた。 14 9 ⼈ 0 活動 4 活動 1 活動 
19 緑地価値 緑地環境の持つ役割や価値を理解した 森林が持つ多⾯的機能の⼤きさには，とても驚いた。 12 7 ⼈ 6 活動 1 活動 1 活動 
20 他者学び 他者と話すことによって学びを得た 地域住⺠との触れ合いもあり、多くの意⾒を聞くことができ、勉強さ

せて頂いた。 11 7 ⼈ 5 活動 2 活動 1 活動 
21 ⾃然体感 ⽣き物や⾃然とふれあったり、その⽣命⼒を体感した ⽔⽣植物の⽣命⼒に驚きました。 8 6 ⼈ 4 活動 0 活動 0 活動 
22 伝達意欲 他者へ活動を紹介したい意欲が⽣まれた このような活動の楽しさを周りの⼈にも伝えいていき輪を広げてい

こうと思います。 7 6 ⼈ 0 活動 1 活動 0 活動 

23 気分転換 リフレッシュやいい運動になった 落ち葉も集め、運ぶ作業は⼤変であり、汗もかくほどの良い運動とな
りました。 4 4 ⼈ 3 活動 0 活動 0 活動 

24 主体⾏動 ⾃主性や⾏動⼒の重要性に気付いた 現地に⾏き⾒て、体験する重要性を特に感じることができました。 3 2 ⼈ 0 活動 0 活動 0 活動 
その他 - - 12 9 ⼈ 5 活動 2 活動 0 活動 
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験を得たと推測される。一方で，里山類では 3.労力体感，6.技術
管理，8.やりがい，15.管理学習と結びつき，受講者は作業そのも
のに関する経験や学びを得て，保全活動での作業の大変さを体感

する経験を得たと推測される。以上から，同種類の作業でも活動

環境によって得られる経験や学びの性質が異なると考えられた。 
３）一般参加者の有無 
	 実際の管理作業の体験における作業内容を外部変数にした共起

ネットワークを図－6 に示した。3.労力体感は，一般参加者がい
る活動全体と一般参加者がいない活動全体の両方に共通して結び

ついた。3.労力体感に加えて，一般参加者がいる活動については，
4.	経験獲得，8.やりがい，15.管理学習，17.生物学習に関する記
述が結びついた。これら5つのコードで実際に受講者によって記
述された文章を確認したところ，一般参加者との関わりについて

記述した文章は少数であった。一般参加者がいることによって受

講者は何か特徴ある経験や学びを得たとは言い難い結果となった。 
（４）受講者の活動状況と得られた経験の関係性 
	 受講者の各活動内容への参加回数を基準に受講者をクラスター

分析した結果，受講者は 3つのグループに分かれた。3つのグル
ープごとに各活動内容への参加回数の平均値を算出した結果を表

－3に示した。表－3から，グループ 1は主に実際の管理作業の
体験に参加したグループであることがわかる。グループ2は主に
広報活動の体験に参加したグループであり，グループ3は3つの
活動内容それぞれをバランスよく参加したグループであることが

わかる。なお，グループ1とグループ2は，学習が主なまちある
きや座学に誰も参加しなかったグループであった。 
 上記の受講者グループを外部変数にした共起ネットワークを図

－7に示した。まず，グループ1は6つのコードと結びついた。
結びついた6つのコードは保全活動における作業の技術や活動の
大変さ(3.労力体感，6.技術学習，11.現状把握)や，緑地へ手を入
れる意義や作業のやりがい(8.やりがい，9.管理理解)といった保全
活動で行う管理作業の学びに関するコードとの関連が強調された。

次に，グループ2は7つのコードと結びついた。結びついた7つ
のコードは活動団体の仕組みやその意義の理解(1.活動理解，10.
活動意義)，活動促進や自然環境に対する自分の意見の芽生え（13.
活動意見，14.環境意見）に関するコードが主であった。また，他
者とのコミュニケーションに関するコードも含まれていた(2.他
者伝達，20.他者学び)。そして，グループ 3も 7つのコードと結
びついた。結びついた7つのコードのうち，特にJaccard係数が
高かったコードは，1.活動理解，3.労力体感，12.環境認識であっ
た。3.労力体感はグループ１と共通して結びついた。3.労力体感
は節3－(1)にて管理作業の体験から特に得られた経験であること
が明らかになっている。1.活動理解はグループ 2と共通して結び

ついた。1.活動理解は節 3－(1)にて広報活動の体験から特に得ら
れた経験であることが明らかになっている。12.環境認識は，節3
－(1)にて，学習を主に目的としたまちあるきや座学で得られる特
徴的な経験であることが明らかになっている。ゆえにグループ 3
は各活動内容から多元的に経験を得たことがわかる。以上の結果

から，参加した活動内容の組み合わせによって主に得られる経験

に特徴が出ると考えられる。特に，管理作業の体験を中心に参加

した受講者は保全活動で行う管理作業に関する学びを得る傾向に

あり，広報活動の体験を中心に参加した受講者は組織に関する理

解といった保全活動そのものに対する理解を深める傾向にあるこ

図－5 作業内容に関する共起ネットワーク 

 

図－6 一般参加者の有無に関する共起ネットワーク 

 

図－4 活動内容に関する共起ネットワーク（修了報告書含む） 

 

図－3 活動内容に関する共起ネットワーク（活動報告書のみ） 
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とが明らかになった。3 つの活動内容をバランスよく参加した受
講者は，保全活動で行う管理作業に関する学びと保全活動そのも

のに対する理解の向上の両方が得られた。加えて，活動場所の環

境に対する理解の向上も得ていた。当然のことではあるが，1 つ
の活動内容だけでなく，管理作業，広報活動，学習活動の3つの
活動に万遍なく参加することで環境の背景，活動団体の現状，作

業の実際を体感できる可能性がこの結果から示唆された。 
 
４．おわりに 
	 本研究は若者を対象とした緑地保全活動の実習プログラムの内

容と得られる経験の関係性を明らかにした。特に，内容の種類ご

とで得られる経験に特徴があることが示唆された。管理作業の体

験では保全活動での作業の大変さを感じる傾向にあり，広報活動

の体験では人へ伝えることの難しさやそのコツ，大切さを認識す

る傾向にあった。学習を主な目的としたまちあるきや座学の活動

では，各環境のことやその環境の歴史を学ぶ傾向にあった。本研

究の成果をまとめると，主に 3点に分けられる。1つ目は，実習
プログラムへの参加から得た経験同士の関係性を明らかにしたこ

とである。受講者が保全活動の参加促進に対する気づきを得るに

は保全活動が抱えている問題を受講者が把握できることが重要で

あり，環境保全そのものへの意欲を芽生えさせるには各環境につ

いての学びや人が緑地へ手を入れることの重要さに対する理解を

深めることが重要であることが示唆された。また，参加意欲につ

ながるやりがいや達成感を受講生が得るには管理の大変さを体感

できるほどの作業内容を設定することも必要であり，受講者が各

活動の仕組みや組織についての理解を深めるには他者との交流や

他者へ活動を伝えることが貴重な機会となることも示唆された。

2 つ目は，管理作業を体験する活動については，作業の種類より
も活動場所の環境によって得られる経験が異なる可能性を示した

ことにある。3 つ目は，複数の活動を選択して参加する場合，参
加する活動内容の組み合わせによって主に得られる経験に特徴が

出る可能性を示したことにある。管理作業の体験，広報活動の体

験，環境に関する学習といった様々な活動内容をバランスよく参

加した受講者は，保全活動で行う管理作業に関する学びと保全活

動そのものに対する理解の向上の両方を得られ，加えて，活動場

所の環境に対する理解も向上させることができる。 
	 既往研究 15)は，保全活動に対する若者の意欲を高めるには，手

始めに活動の意義や魅力に関する課題を解決する必要があると指

摘した。これを踏まえ，若者に多元的な経験を提供しつつ活動意

欲を高められる実習プログラムの実施指針を検討する。まず活動

意義の面では，ただ管理作業をするだけでなく，広報といった自

分が体験したことをアウトプットする活動をプログラム内に入れ

込むことが1つの指針として考えらえる。アウトプットする活動
を入れることで作業内容だけでなく，活動そのものに対する理解

が深まるだろう。そもそも実習プログラムに参加することで人が

緑地を管理していくことの必要性や保全活動の意義を初めて知る

若者も一定数おり，他者へ活動を伝えることは若者が各活動の仕

組みや組織について理解を深める貴重な機会となる。活動の魅力

の面では，様々な環境での活動を設定して受講者が得られる経験

の幅を広げるという指針が考えられる。特に都市公園といった緑

地と里山といった緑地とでは，体力面での作業のハードさが異な

ることが予想され，得られる経験が異なってくることが今回の研

究結果から示唆された。里山類と比べると都市公園ならば作業の

ハードさが比較的弱まり，受講者と団体間の交流を図りながら活

動そのものの理解を深める機会が設けやすい。一方で都市公園と

比べると里山類は作業のハードさが比較的強まるものの，作業が

最後まで完了した時の達成感から得られる満足度が高まるだろう。 
	 最後に，本研究の研究対象は「1 大学の商学部と経済学部の学

生に向けて実施したプログラム」という限定的なものであったが

ゆえに，本成果を別の事例へ適用する際には慎重に行う必要があ

る。例えば造園を専門に学ぶ学生の場合，すでに緑地に対する関

心は高く，専門知識や経験があるため，学生が得る経験の傾向が

本研究とは異なる可能性がある。そうすると，適する実習プログ

ラムの実施指針も異なってくるだろう。一方，自然環境を専門と

しない他分野の学生ならば，本研究と同様の結果を得る可能性が

ある。これらの可能性は本研究のデータのみで検証することはで

きない。ゆえに，今後は様々な分野の学生のサンプルを重ねてい

き，分析結果や提示した指針の一般性の検証が必要である。また，

テキストマイニングで定量的な把握を試みたが，データ自体は定

性的なものである。今後は定量的なデータによる評価を行い，よ

り客観的に実習プログラムの効果を検証する必要がある。 
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図－7 受講者の活動状況に関する共起ネットワーク 
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